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園路の整備

　2025年7月27日（日）、明石公園内「花と緑のまちづくりセンタ

ー」にて、第5回「明石公園みんなのみらいミーティング」を開催

しました。今回のテーマは「こども広場の整備・遊具について」で

す。公園の利用者や地域住民、専門家など21名が集まり、現地確認

と意見交換を行いました。

　まず、兵庫県加古川土木事務所が、こども広場の整備アイデアを

3案提示し、それぞれの案が樹木に与える影響について説明しまし

た。その後、参加者全員で現地を訪れ、整備アイデアをふまえ、影

響のある樹木、広場の安全性などを確認しながら意見交換しまし

た。さらに、車いす利用者にとっての課題である地面の凹凸（石や

根っこなど）についても確認しました。

　屋内での意見交換では、NPO法人明石障がい者地域生活ケアネッ

トワーク理事長の飯塚由美子さんが「インクルーシブ（誰もが利用

しやすい）」という視点から望ましい遊具について解説しました。

続いてのワークショップでは高田知紀コーディネーターの進行のも

と、「こんな場になればイイナ」「注意すること・配慮すること」

「その他なんでも」の3つのテーマで談義を行いました。

　今回のミーティングでは、子どもたちが安心して遊べる環境づく

りに向けて、多様な視点から意見が寄せられました。遊具更新計画

の進捗については、今後もみらいミーティングで共有します。

こども広場の整備・遊具について談義

意見交換の主な内容

　園路については、車いすや歩行者が安心して通行できるよう、通路の段差解消やスロープのなだらかな

整備を求める声が多く出ました。広場までの園路や進入路をより通りやすくし、バリアフリー化を進める

ことの重要性を共有しました。

明石公園みんなのみらいミーティング
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遊具や遊び場

　対話を通じて浮かび上がったのは、子どもだけでなく高齢者も安

全かつ快適に利用できる環境づくりです。とくに、遊具が熱くなら

ない工夫や芝生の設置など、安全性を高める提案が多く出ました。

また、木登りができる太い枝を残してほしいという声や、落下時の

けがを軽減するための地面の整備についての要望もありました。

樹木管理

　薬剤を使用しない安心できる環境を望む声や、大きなクスノキを日陰や象徴として残したいという意見

が寄せられています。視認性や通行性を高めるための適切な剪定を求める声がある一方で、木陰が減りす

ぎないよう配慮を求める意見もみられました。また、伐採が必要な木のなかでも希少なものは可能であれ

ば移植してほしいという提案もありました。
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子どもが楽しめる

沢山の笑顔と元気な声があふれる場所。

子供が楽しく安全に遊べる見通しの良い環境になれば良い。

幼児が思いっきり走り回れるゾーンがあったらいいよな！！

にぎやか、小さい子、小中学生。

新しい友達に出会える場。

自然と遊具の調和

自然と人工物がある。自分で遊びが考えれるスペースになれば。子供は遊びの天才。

木陰と遊具が調和した遊び場。

木陰を大事に、自然な風を満喫できる場に！

インスタに出てくる公園。

大人の憩いの場所

大人にとっても子供時代を懐かしめる場所。

穏やか、大人ゆっくり。いろんなシーンが見られたらいいな。

目指す姿・イメージ

ワークショップで出たすべての意見

休憩施設

休憩用のベンチを設置。見守り用のベンチ。

見通しが良く子供の見守りがしやすい場所。

日除けのための東屋を作ってほしい。

屋根付きの休憩スペース。車いすのためにいすもあるが車いすが入れてテーブルが使える。

雨宿りが出来る場所。

駐輪場

駐輪場があれば良い。

駐輪場の課題。

安全対策

自転車が多いので飛び出し注意。

広場全体の周囲の柵は大人の腰の丈ぐらいが望ましい。

自然環境

発見は自然の中で生じるのでバックヤードはなるべく落葉等で敷き詰めてほしい！

あったらイイな

その他

整備案について

現地を見て、高木は木陰を作るために残しておくべきであり、低木は見通しをよくするために伐採の

必要があると感じたので、その内容を反映したC案が良いと感じた。

築山はとり壊す計画のようだが、クライム遊具を設置する案はいいと思うので、残してもよいのでは

ないかと感じた。

木の花による段差など問題であったが、いかにセメントなどで固めたり、除去しない方法で平らにす

る工夫を考えたい。

プロセスについて

みんなの意見を反映できるように史跡の関係をうまく調整する。

理学療法士や体の専門に携わる人々に遊具の選別に関わっていただきたい。今の若い世代に必要な感

覚統合の観点など意見を取り入れてほしい。

それぞれの意見は異なるが、6～7割の賛成があれば現実に向かって進んでほしい。

子供の安全第一なので見晴らしをよくすることや、大人が見守りやすい設計を重視お願いしたい。

ルール

鳥に餌を与えていい？フン被害×。
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